
2022年 4月 10日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

 

聖書⇒イザヤ書 53:5~7節（MM姉） 

『イザヤ書/ 53章 05節が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／彼が打ち砕かれたのは／わた

したちの咎のためであった。彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／彼の受けた傷によ

って、わたしたちはいやされた。わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。その

わたしたちの罪をすべて／主は彼に負わせられた。苦役を課せられて、かがみ込み／彼は口を開かなかった。

屠り場に引かれる小羊のように／毛を刈る者の前に物を言わない羊のように／彼は口を開かなかった。』 

 

礼拝讃美歌⇒179番（旧 218番）（MM姉） 

『神の備えにし』 

 

聖書⇒詩編 51: 9節（KH姉） 

『ヒソプの枝でわたしの罪を払ってください／わたしが清くなるように。わたしを洗ってください

／雪よりも白くなるように。』 

 

礼拝讃美歌⇒485番（KH姉） 

『墨よりも黒き罪の身をも』 

 

聖書⇒詩編 55:8~9、56:6~7a節（ES姉） 

『わたしの思いは、あなたたちの思いと異なり／わたしの道はあなたたちの道と異なると／主は言われる。天

が地を高く超えているように／わたしの道は、あなたたちの道を／わたしの思いは／あなたたちの思いを、高

く超えている。 

 

また、主のもとに集って来た異邦人が／主に仕え、主の名を愛し、その僕となり／安息日を守り、それを汚す

ことなく／わたしの契約を固く守るなら 

わたしは彼らを聖なるわたしの山に導き／わたしの祈りの家の喜びの祝いに／連なることを許す。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒508番（旧 101番）（TM兄） 

『イエスとともに我死に』 

 



《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

礼拝讃美歌⇒145番（旧 60番） 

『主イエスよわれらは』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 8:1~3節（TM兄） 

『すぐその後、イエスは神の国を宣べ伝え、その福音を告げ知らせながら、町や村を巡って旅を続けられた。

十二人も一緒だった。悪霊を追い出して病気をいやしていただいた何人かの婦人たち、すなわち、七つの悪霊

を追い出していただいたマグダラの女と呼ばれるマリア、ヘロデの家令クザの妻ヨハナ、それにスサンナ、そ

のほか多くの婦人たちも一緒であった。彼女たちは、自分の持ち物を出し合って、一行に奉仕していた。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 15:37~41a節 

『しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。すると、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた。

百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、イエスがこのように息を引き取られたのを見て、

「本当に、この人は神の子だった」と言った。また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダ

ラのマリア、小ヤコブとヨセの母マリア、そしてサロメがいた。この婦人たちは、イエスがガリラヤにおられ

たとき、イエスに従って来て世話をしていた人々である。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 20:11~13節 

『マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身をかがめて墓の中を見ると、イエスの遺体の置いてあっ

た所に、白い衣を着た二人の天使が見えた。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座っていた。天使たちが、

「婦人よ、なぜ泣いているのか」と言うと、マリアは言った。「わたしの主が取り去られました。どこに置か

れているのか、わたしには分かりません。」』 

 

 

 



聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:3節（KH兄） 

『最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、

聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、』 

 

讃美歌２１ ４８４ 主われを愛す 

１ 

主われを愛す、 主は強ければ、 

われ弱くとも 恐れはあらじ。 

 

（くりかえし） 

わが 主イェス、わが 主イェス、 

わが 主イェス、われを愛す。 

 

2 

わが罪のため さかえをすてて、 

天よりくだり 十字架につけり。 

（後略） 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 4:25節 

『イエスは、わたしたちの罪のために死に渡され、わたしたちが義とされるために復活させられたのです。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 5:6~8節 

『実にキリストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、不信心な者のために死んでくださった。

正しい人のために死ぬ者はほとんどいません。善い人のために命を惜しまない者ならいるかもしれません。し

かし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださったことにより、神

はわたしたちに対する愛を示されました。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 6:23a節 

『罪が支払う報酬は死です。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 10:45節 

『人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来

たのである。」』 

 

 

礼拝讃美歌⇒98番（旧 187番） 

『馬槽の中に』 

 



 

 

《建徳要旨》 
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